


会長 岡田隆夫

インプラン ト治求 のエー ズが高 まるなか、次 | 1 1代をコ!

う才れ 内ヽ科医R‖jの1出1に、 ど ん欲に角1識を吸収 しようとす

る磁連 がド石まっていることはイご14に夕rま しt 1ヽ択りです

しか しなが ら、 これ まで、幾 多の スタデ ィグループが優

れた活動 をされてい ますが、 インプラン ト治妹 において

は、村l  l l 「l l の連携が 卜分であった とはいえません.

米l l では、 インプラン ト・システムの力〔根 をl l k え、 も

っと広い祝町でオ ッセオ インテ グレー ションに米づ くイ

ンプラン ト治味 を)とドけ 集 まりがあ ります . U S C と 強い

つ なが りを持 ち、A D A と もパ イプが あ り、 人マとの1与てい

D r  R o y  T  Y a n a s e を! l i フ亡ヽと して、1 6イ| : l i 行にス ター トした

イリFウ七劣、Osseointegratioll Study Club of Southern Calif01‐1lia

もその ^つです。この会は | | 1 界的に高 く市F和1されてお り、

メンバーの数多 くが 1 1【界の第 ム線で汗h怪されてい ますt

副会長 本多正明

この度、 ス タデ ィグループや インプラン トン ステムの

工〔根 を 越 え た 新 し い 形 の ス タ デ ィ ク ラ ブ

「Osseointettation Study Club Of Japan(o,S,CJ)」 がすS友亡

しました :こ れはわが lllに近代 内科が準 大 されて以 来、

初めての試み といえます.

本 クラブでは、 これ まですば らしいいifl木ヴこ紙 をJ丈めて

きた40イ時の内科医的丁がil!フとヽとな り、お|′たいの角lf殻や1文術、

そ して障;床経験 を通 して包括的なデ ィスカッションの場

をイ4:ろうとしてい ます(、 と 同時 に、 そ メとが次 |ltイ時の内本|

をⅢ!う20代、30代の先イ|を方の道イ,要となることを、本会を

陰で支える50代以 11のファウンダー トli可取っています

脇1木1矢が ||々努力 してい くH的 は、付‖々 が競争にけなつ

ためではな く、よ り良い医療 をは そに提供す るためです 十

しか し、良い治凍結 ,こを出すためには、おす|いにフレン

程、どもは、独午米この子り「究会に参力||してまい りましたが、

この度Dr  R O y  T  Y a 1 l a s eおよび円内の フ ァウンダーの先

′|モ方 との 話し合いの結 "と、 オ ッセ オ インテ グレイシ ョ

ン ,ス タデ ィクラブ ・オブ ・ジャパ ンを発会 しました。

去る20 0 2年 5 ) ! 1 8、1 9 Hに 従川ii亡念館 (東京)にて記

念すべ きl s tミーテ ィングが開↑推され、多 くの先生 方に

参加|していただ くことがで きました.本 i f lは、当日ご誰

i夢〔していただいた先′li方に、f持波内容 を中心 にまとめて

いただいた ものです.

本会において、ない内科医品ドに勉強 していただ き、 +1 1

界に向けて発行で きる場 を作ることは、私 どもの責務で

あると考えます,イも'|や本会を利'1 1して多 くのことを学

ばれ、忠 イに掟キの治妹 を提供 していただけることを吻

に念 じて 「U行の ii栄とさせていただ きますⅢ

ドリー ・ライバルの気持 ちを忘れてはな りません.

本会では、 イ ンプラン ト治味が もた らす治求効冴こと同

‖jrこ、 1対汗|ィヽ 力安7)ブ「【イく,巧〔)lJのITlサ4ヤL(Back tO the Basic)

が 労ヽ「科打されてい ます.そ のす)とイその ムつ として、「トップ

ダウン ・トリー トメン トJが Tl要机 されて きてい ます.

〕チ角1性のある治拡〔iil lllと、各は イにjtt L/Jで永統性の高い

冷妹 ゴールを頭 に対いた冷味が、夕はその1/tl康維持 に大 き

な労杉糾 を/Jえますi

この ようなllt念の もと、欠】t内ダ」へのオプションの ^

つ として、 インプラン トを過 II:に用いてい くことは、治

) 〔々!i十山「のⅢfを広げ、ひいては、は その健康 IHI後・維持 に

つながると思t まヽす.こ のことを多 くの先イ|:方に伝 える

ことが、本公の発足の原点であ り、本公をよ り発展 させ

るために、われわれは力を合わせてい くつ もりです。



これか らのイ ンプラン ト治療戦略
一患者が望 む イ ンプ ラ ン ト治療 を考 える 一

添島義利 10

目雰けりすじ吾拓盈割
―歯 科 治 療 の ゴ ー‐ル はLo n g e v i t y一

小野善弘 22

ン
　
ユ

ラ

ンヽ

プ

ツ

ン

イ

イ

テ

回 卜周囲の
・マネージメ ン ト

佐藤直志 38

題 機能 と審美の調和
一イ ンプ ラ ン ト修復 の 目指す ゴール ー

橿本紙昭 54

回 オ ツセオイ ンテグレイシ ヨンか ら

学び、それを糧 とした新たな旅立ち

小宮山師太郎 62



Eイ ンプラント補綴における

補綴最優先の治療計画

山崎長郎 70

回 イ ンプラン ト治療 における

外科術式の基本

中村社綱 84

□ インプラント咬合の

「わかっていないこと」

内藤正裕 92

日 現在 の イ ンプ ラ ン トの位置づ けにつ

いウ
C―オールラウンドシステムP O I

インプラントの特徴一
 糸瀬正通 102

Roy T口 Yanase

Howard Davis l10E


